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要旨	
 

	
 樹状細胞が定常状態でどのような機能を果たしているのかについては実は

まだよくわかっていない。ケモカイン受容体 XCR1 を発現する樹状細胞サブセ

ット（XCR1+DC）を恒常的に欠失するマウスを作成し解析したところ、脾臓や

リンパ節の T 細胞はほぼ正常であったが、腸管粘膜組織においては、粘膜固

有層、腸管上皮内共に T 細胞が減少していることがわかってきた。この結果

は腸管内の免疫恒常性の維持に XCR1+DC が必須であることを示しており、さ

らに解析を進めることにより、XCR1+DC と腸管 T 細胞のクロストークの重要

性が明らかになってきた。	
 

	
 本セミナーでは、XCR1+DC に関する遺伝子改変マウスの樹立およびその解

析、特に XCR1+DC によるユニークな腸管免疫制御機構について講演したいと

考えている。	
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